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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書を選択するための文書シンボルと、前記文書の関連文書の種別を選択するためのシ
ンボルであって、前記文書シンボルの周囲に配置した種別シンボルとを含む表示画面を表
示手段に表示する種別表示処理手段と、
　前記種別シンボルの選択を受け付ける受付手段と、
　前記文書シンボルの略中心点と選択された前記種別シンボルの略中心点とを通過する直
線を前記表示画面の奥行き方向の座標軸とし、前記種別ごとに予め定められた前記関連文
書の属性の属性値を前記座標軸のスケールとする遠近法によって、選択された前記種別シ
ンボルに対応する前記種別の前記関連文書を選択するための関連シンボルを、前記関連シ
ンボルに対応する前記関連文書の前記属性値に応じた前記座標軸上の表示位置に表示する
関連表示処理手段と、
　を備えたことを特徴とする表示処理装置。
【請求項２】
　前記種別表示処理手段は、前記文書シンボルと、前記関連文書が前記文書の更新履歴を
表す履歴文書であることを表す履歴種別を含む前記種別を選択するための前記種別シンボ
ルとを含む前記表示画面を前記表示手段に表示し、
　前記関連表示処理手段は、前記受付手段によって前記履歴種別に対応する前記種別シン
ボルが受け付けられた場合に、前記履歴文書の更新日時である前記属性値を前記スケール
とする遠近法によって、前記履歴文書を選択するための前記関連シンボルを、前記履歴文
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書の前記更新日時に応じた前記座標軸上の表示位置に表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項３】
　前記関連表示処理手段は、前記文書の前記属性値より大きい前記属性値の前記関連文書
を選択するための前記関連シンボルと、前記文書の前記属性値より小さい前記属性値の前
記関連文書を選択するための前記関連シンボルとを、それぞれ前記文書シンボルの略中心
点に対して相対する前記座標軸上の表示位置に表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項４】
　前記関連表示処理手段は、さらに、前記属性が定められていない前記種別の複数の前記
関連文書それぞれに対応する複数の前記関連シンボルを、予め定められた特定スケールを
前記座標軸のスケールとする遠近法によって、予め定められた間隔だけ離れた前記座標軸
上の表示位置に表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項５】
　前記受付手段は、複数の前記種別シンボルの選択を受け付け、
　前記関連表示処理手段は、受け付けた前記種別シンボルごとに、対応する前記関連シン
ボルを前記遠近法によって表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項６】
　前記関連表示処理手段は、複数の前記種別シンボルそれぞれに対応する前記関連シンボ
ルを、同一の前記表示画面上に表示すること、
　を特徴とする請求項５に記載の表示処理装置。
【請求項７】
　前記受付手段は、さらに、前記関連シンボルの選択を受け付け、
　前記種別表示処理手段は、さらに、前記関連シンボルが選択された場合に、選択された
前記関連文書を選択対象の文書として、前記選択対象の文書を選択するための前記文書シ
ンボルと、前記選択対象の文書の前記関連文書の前記種別シンボルとを含む前記表示画面
を前記表示手段に表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項８】
　前記種別表示処理手段は、複数の前記文書それぞれに対応する複数の前記文書シンボル
と、複数の前記文書シンボルそれぞれに対応する前記種別シンボルとを含む前記表示画面
を前記表示手段に表示し、
　前記種別表示処理手段は、さらに、前記関連シンボルが選択された前記文書以外の他の
文書の前記文書シンボルを、選択された前記関連シンボルに対応する前記関連文書の前記
属性値と同一の前記属性値を有する前記関連文書を選択するための前記文書シンボルで置
換すること、
　を特徴とする請求項７に記載の表示処理装置。
【請求項９】
　前記関連表示処理手段は、さらに複数の前記関連シンボルの略中心点間を結ぶ結線を表
示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項１０】
　前記関連表示処理手段は、前記結線の表示態様を、前記結線の両端の前記関連シンボル
の少なくとも一方に対応する前記関連文書の前記属性または前記関連文書の前記属性と異
なる他の属性の属性値に応じて変更すること、
　を特徴とする請求項９に記載の表示処理装置。
【請求項１１】
　前記種別表示処理手段は、前記文書シンボルと、前記種別を表す文字列または図を含む
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アイコンである前記種別シンボルとを含む前記表示画面を前記表示手段に表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項１２】
　前記関連表示処理手段は、前記遠近法によって、前記関連文書のサムネイルである前記
関連シンボルを、前記サムネイルに対応する前記関連文書の前記属性値に応じた前記座標
軸上の表示位置に表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項１３】
　前記受付手段は、さらに、前記サムネイルの拡大の指示を受け付け、
　前記関連表示処理手段は、さらに、前記サムネイルの拡大の指示が受け付けられた場合
に、前記サムネイルを拡大して表示すること、
　を特徴とする請求項１２に記載の表示処理装置。
【請求項１４】
　前記関連表示処理手段は、前記関連シンボルを、前記文書シンボルおよび前記種別シン
ボルと異なる表示態様で表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項１５】
　前記関連表示処理手段は、前記文書シンボルの略中心点と選択された前記種別シンボル
の略中心点とを結ぶ方向に、前記関連シンボルを表示する表示領域を確保し、確保した前
記表示領域に前記関連シンボルを表示すること、
　を特徴とする請求項１に記載の表示処理装置。
【請求項１６】
　種別表示処理手段が、文書を選択するための文書シンボルと、前記文書の関連文書の種
別を選択するためのシンボルであって、前記文書シンボルの周囲に配置した種別シンボル
とを含む表示画面を表示手段に表示する種別表示処理ステップと、
　受付手段が、前記種別シンボルの選択を受け付ける受付ステップと、
　関連表示処理手段が、前記文書シンボルの略中心点と選択された前記種別シンボルの略
中心点とを通過する直線を前記表示画面の奥行き方向の座標軸とし、前記種別ごとに予め
定められた前記関連文書の属性の属性値を前記座標軸のスケールとする遠近法によって、
選択された前記種別シンボルに対応する前記種別の前記関連文書を選択するための関連シ
ンボルを、前記関連シンボルに対応する前記関連文書の前記属性値に応じた前記座標軸上
の表示位置に表示する関連表示処理ステップと、
　を備えたことを特徴とする表示処理方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の表示処理方法をコンピュータに実行させる表示処理プログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載された表示処理プログラムを格納したコンピュータに読み取り可能な
記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、文書および文書に関連する関連文書を表示する表示処理装置、表示処理方
法、表示処理プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワードプロセッサなどの電子文書を利用するアプリケーションは、一般に処理対象とな
りうる電子文書を一覧表示し、ユーザによって選択された電子文書を対象として所定の処
理を実行する。近年は、更新履歴を管理可能な文書、他の文書と相互に関連する文書、お
よび複数のページからなる文書などの多様な形態の電子文書が利用されている。このため
、例えばユーザが処理対象とする電子文書の内容を容易に把握できるようにするために、
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各電子文書の形態に応じた方法で電子文書を表示することが望ましい。
【０００３】
　特許文献１では、文書に含まれる複数のページを、カレントページを最大とする複数の
縮尺で遠近法によって立体的に表示することにより、特別な拡大操作を行うことなくペー
ジの内容を容易に判別可能とする技術が提案されている。具体的には、特許文献１の方法
では、文書に含まれる各ページを、ページの順序にしたがって一定間隔で一定の方向に向
かう遠近法により表示している。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－６６１３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の方法では、複数のページから構成される形態ではない電子
文書に対する表示方法としては不十分となる場合があった。例えば、文書の更新履歴を表
す過去の文書と対応づけて管理される形態の文書を表示する場合、過去の文書との関係を
、更新日時等に応じて容易に把握できるように表示することが望ましい。しかし、特許文
献１の方法をこのような形態の文書の表示方法に適用した場合、過去の文書を一定間隔で
並べて遠近法により表示することしかできない。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、文書に関連する関連文書を、関連文書
の種別に応じた表示方法で表示することができる表示処理装置、表示処理方法、表示処理
プログラムおよび記録媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる発明は、文書を選択
するための文書シンボルと、前記文書の関連文書の種別を選択するためのシンボルであっ
て、前記文書シンボルの周囲に配置した種別シンボルとを含む表示画面を表示手段に表示
する種別表示処理手段と、前記種別シンボルの選択を受け付ける受付手段と、前記文書シ
ンボルの略中心点と選択された前記種別シンボルの略中心点とを通過する直線を前記表示
画面の奥行き方向の座標軸とし、前記種別ごとに予め定められた前記関連文書の属性の属
性値を前記座標軸のスケールとする遠近法によって、選択された前記種別シンボルに対応
する前記種別の前記関連文書を選択するための関連シンボルを、前記関連シンボルに対応
する前記関連文書の前記属性値に応じた前記座標軸上の表示位置に表示する関連表示処理
手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項２にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記種別表示処理手
段は、前記文書シンボルと、前記関連文書が前記文書の更新履歴を表す履歴文書であるこ
とを表す履歴種別を含む前記種別を選択するための前記種別シンボルとを含む前記表示画
面を前記表示手段に表示し、前記関連表示処理手段は、前記受付手段によって前記履歴種
別に対応する前記種別シンボルが受け付けられた場合に、前記履歴文書の更新日時である
前記属性値を前記スケールとする遠近法によって、前記履歴文書を選択するための前記関
連シンボルを、前記履歴文書の前記更新日時に応じた前記座標軸上の表示位置に表示する
こと、を特徴とする。
【０００９】
　また、請求項３にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記関連表示処理手
段は、前記文書の前記属性値より大きい前記属性値の前記関連文書を選択するための前記
関連シンボルと、前記文書の前記属性値より小さい前記属性値の前記関連文書を選択する
ための前記関連シンボルとを、それぞれ前記文書シンボルの略中心点に対して相対する前
記座標軸上の表示位置に表示すること、を特徴とする。
【００１０】
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　また、請求項４にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記関連表示処理手
段は、さらに、前記属性が定められていない前記種別の複数の前記関連文書それぞれに対
応する複数の前記関連シンボルを、予め定められた特定スケールを前記座標軸のスケール
とする遠近法によって、予め定められた間隔だけ離れた前記座標軸上の表示位置に表示す
ること、を特徴とする。
【００１１】
　また、請求項５にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記受付手段は、複
数の前記種別シンボルの選択を受け付け、前記関連表示処理手段は、受け付けた前記種別
シンボルごとに、対応する前記関連シンボルを前記遠近法によって表示すること、を特徴
とする。
【００１２】
　また、請求項６にかかる発明は、請求項５にかかる発明において、前記関連表示処理手
段は、複数の前記種別シンボルそれぞれに対応する前記関連シンボルを、同一の前記表示
画面上に表示すること、を特徴とする。
【００１３】
　また、請求項７にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記受付手段は、さ
らに、前記関連シンボルの選択を受け付け、前記種別表示処理手段は、さらに、前記関連
シンボルが選択された場合に、選択された前記関連文書を選択対象の文書として、前記選
択対象の文書を選択するための前記文書シンボルと、前記選択対象の文書の前記関連文書
の前記種別シンボルとを含む前記表示画面を前記表示手段に表示すること、を特徴とする
。
【００１４】
　また、請求項８にかかる発明は、請求項７にかかる発明において、前記種別表示処理手
段は、複数の前記文書それぞれに対応する複数の前記文書シンボルと、複数の前記文書シ
ンボルそれぞれに対応する前記種別シンボルとを含む前記表示画面を前記表示手段に表示
し、前記種別表示処理手段は、さらに、前記関連シンボルが選択された前記文書以外の他
の文書の前記文書シンボルを、選択された前記関連シンボルに対応する前記関連文書の前
記属性値と同一の前記属性値を有する前記関連文書を選択するための前記文書シンボルで
置換すること、を特徴とする。
【００１５】
　また、請求項９にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記関連表示処理手
段は、さらに複数の前記関連シンボルの略中心点間を結ぶ結線を表示すること、を特徴と
する。
【００１６】
　また、請求項１０にかかる発明は、請求項９にかかる発明において、前記関連表示処理
手段は、前記結線の表示態様を、前記結線の両端の前記関連シンボルの少なくとも一方に
対応する前記関連文書の前記属性または前記関連文書の前記属性と異なる他の属性の属性
値に応じて変更すること、を特徴とする。
【００１７】
　また、請求項１１にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記種別表示処理
手段は、前記文書シンボルと、前記種別を表す文字列または図を含むアイコンである前記
種別シンボルとを含む前記表示画面を前記表示手段に表示すること、を特徴とする。
【００１８】
　また、請求項１２にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記関連表示処理
手段は、前記遠近法によって、前記関連文書のサムネイルである前記関連シンボルを、前
記サムネイルに対応する前記関連文書の前記属性値に応じた前記座標軸上の表示位置に表
示すること、を特徴とする。
【００１９】
　また、請求項１３にかかる発明は、請求項１２にかかる発明において、前記受付手段は
、さらに、前記サムネイルの拡大の指示を受け付け、前記関連表示処理手段は、さらに、
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前記サムネイルの拡大の指示が受け付けられた場合に、前記サムネイルを拡大して表示す
ること、を特徴とする。
【００２０】
　また、請求項１４にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記関連表示処理
手段は、前記関連シンボルを、前記文書シンボルおよび前記種別シンボルと異なる表示態
様で表示すること、を特徴とする。
【００２１】
　また、請求項１５にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記関連表示処理
手段は、前記文書シンボルの略中心点と選択された前記種別シンボルの略中心点とを結ぶ
方向に、前記関連シンボルを表示する表示領域を確保し、確保した前記表示領域に前記関
連シンボルを表示すること、を特徴とする。
【００２２】
　また、請求項１６にかかる発明は、種別表示処理手段が、文書を選択するための文書シ
ンボルと、前記文書の関連文書の種別を選択するためのシンボルであって、前記文書シン
ボルの周囲に配置した種別シンボルとを含む表示画面を表示手段に表示する種別表示処理
ステップと、受付手段が、前記種別シンボルの選択を受け付ける受付ステップと、関連表
示処理手段が、前記文書シンボルの略中心点と選択された前記種別シンボルの略中心点と
を通過する直線を前記表示画面の奥行き方向の座標軸とし、前記種別ごとに予め定められ
た前記関連文書の属性の属性値を前記座標軸のスケールとする遠近法によって、選択され
た前記種別シンボルに対応する前記種別の前記関連文書を選択するための関連シンボルを
、前記関連シンボルに対応する前記関連文書の前記属性値に応じた前記座標軸上の表示位
置に表示する関連表示処理ステップと、を備えたことを特徴とする。
【００２３】
　また、請求項１７にかかる発明は、請求項１６に記載の表示処理方法をコンピュータに
実行させる表示処理プログラムである。
【００２４】
　また、請求項１８にかかる発明は、請求項１７に記載された表示処理プログラムを格納
したコンピュータに読み取り可能な記録媒体である。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、文書に関連する関連文書を、関連文書の種別に応じた表示方法で表示
することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる表示処理装置の最良な実施の形態を詳細
に説明する。
【００２７】
（第１の実施の形態）
　第１の実施の形態にかかる表示処理装置は、選択された文書の関連文書を、関連文書ご
とに異なる方向の表示領域に、関連文書ごとに異なるスケールの遠近法によって表示する
。
【００２８】
　図１は、第１の実施の形態にかかる表示処理装置１００の構成を示すブロック図である
。図１に示すように、第１の実施の形態にかかる表示処理装置１００は、文書記憶部１２
１と、関連情報記憶部１２２と、表示部１１１と、入力部１１２と、受付部１３１と、表
示制御部１３２と、関連情報生成部１３３と、を備えている。
【００２９】
　文書記憶部１２１は、表示処理装置１００で利用可能な各文書の属性に関する情報を含
む文書リストを記憶する。図２は、第１の実施の形態にかかる文書記憶部１２１に記憶さ
れる文書リストのデータ構造の一例を示す図である。図２に示すように、文書リストは、
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文書を識別する文書ＩＤと、文書名と、更新日時と、差分情報と、作成者と、ＦＡＸ送信
元と、文書タイプとを含んでいる。
【００３０】
　文書名は、ある文書を更新した場合には、更新元の文書と更新後の文書とで同じ値が設
定される。例えば、同図では、文書ＩＤ＝１および文書ＩＤ＝２の文書が、共に同じ文書
名「Ａ」であることが示されている。この例では、文書ＩＤ＝２の文書は、文書ＩＤ＝１
の文書を更新した文書であることを意味している。
【００３１】
　更新日時は、文書を作成した日時、または、ある文書を更新した場合は更新した日時を
設定する。差分情報は、ある文書を更新して作成した文書の場合に、更新前の文書と更新
後の文書との差分を表す情報が設定される。
【００３２】
　ＦＡＸ送信元は、ＦＡＸで受信することにより作成された文書の場合に、ＦＡＸの送信
元を識別する情報が設定される。文書タイプは、文書の種類を表す属性であり、例えば注
文書、納品書、および請求書などを文書タイプとして設定しうる。なお、文書タイプはこ
れに限られず、文書の種類を表すものであればあらゆる情報を設定できる。また、文書に
関する属性は同図に示すものに限られるものではなく、その他のあらゆる属性を利用でき
る。
【００３３】
　なお、文書の実体データは、文書リストとともに文書記憶部１２１に記憶してもよいし
、文書ＩＤと対応づけて他の記憶部（図示せず）に記憶してもよい。
【００３４】
　図１に戻り、関連情報記憶部１２２は、文書ごとに、文書に関連する他の文書である関
連文書を特定するための関連情報をリスト形式で表した関連情報リストを記憶する。図３
は、第１の実施の形態にかかる関連情報記憶部１２２に記憶される関連情報リストのデー
タ構造の一例を示す図である。なお、図３は、図２の文書ＩＤ＝６の文書に対する関連情
報リストの例を表している。関連情報記憶部１２２には、同図のような関連情報リストが
、文書ごとに記憶される。
【００３５】
　同図に示すように、関連情報リストは、関連文書の種別ごとに、関連する他の文書であ
る関連文書の文書ＩＤを記憶している。同図では、関連文書の種別の一例として、履歴文
書、作成者同一文書、送信元同一文書、および文書タイプ同一文書が示されている。
【００３６】
　履歴文書とは、文書名が同一で更新日時が異なる他の文書を表す。このため、履歴文書
欄には、文書名が同一で更新日時が異なる他の文書の文書ＩＤが格納される。例えば、図
２の文書ＩＤ＝６の文書は、文書名が「Ａ」であるため、同一の文書名で更新日時が異な
る文書ＩＤ＝１、および文書ＩＤ＝２が履歴文書の文書ＩＤとして設定される。なお、履
歴文書の場合は、文書ＩＤとともに、属性（更新日時）の属性値である実際の更新日時の
値が格納される（同図の括弧内）。
【００３７】
　作成者同一文書とは、作成者が同一で文書名が異なる他の文書を表す。このため、作成
者同一文書欄には、作成者が同一で文書名が異なる他の文書の文書ＩＤが格納される。例
えば、図２の文書ＩＤ＝６の文書は、作成者が「ユーザ１」であるため、同一の文署名で
文書名が異なる文書ＩＤ＝４が関連文書の文書ＩＤとして設定される。
【００３８】
　同様に、送信元同一文書欄には、ＦＡＸ送信元が同一で文書名が異なる他の文書の文書
ＩＤが格納される。また、文書タイプ同一文書欄には、文書タイプが同一で文書名が異な
るの他の文書の文書ＩＤが格納される。
【００３９】
　なお、関連情報のデータ形式はこれに限られるものではなく、ある文書に関連する他の
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文書を特定可能な形式であればあらゆるデータ形式を適用できる。また、文書記憶部１２
１および関連情報記憶部１２２は、画像データ等のデータを記憶可能な記憶手段であり、
例えばＨＤＤ（Hard Disk Drive）、光ディスク、メモリカードなどの一般的に用いられ
るあらゆる記憶媒体で構成することができる。
【００４０】
　図１に戻り、表示部１１１は、文書や関連文書を選択するための表示画面を表示する。
表示部１１１は、例えば液晶パネルなどのディスプレイ装置によって構成することができ
る。入力部１１２は、ユーザが命令や情報を入力するものであり、キーボードやマウスな
どによって構成することができる。
【００４１】
　受付部１３１は、入力部１１２から入力された各種情報を受け付ける。例えば、受付部
１３１は、ユーザによる文書を選択するためのアイコン（以下、文書アイコンという）や
関連文書の種別を選択するためのアイコン（以下、種別アイコンという）の選択を受け付
ける。また、受付部１３１は、種別アイコンの選択後に表示された関連文書に対応するサ
ムネイル画像の選択や、所定のキーの押下によるサムネイル画像の拡大の指示を受け付け
る。
【００４２】
　なお、以下では文書や関連文書などを選択するための表示情報として主にアイコンやサ
ムネイル画像を利用する場合を例に説明するが、各種のデータや処理機能を記号や文字列
、イメージ等によって表示したアイコンおよびサムネイル画像以外のシンボルをアイコン
の代わりに用いるように構成してもよい。
【００４３】
　表示制御部１３２は、表示部１１１に対する各種画面やメッセージの表示処理を制御す
る。表示制御部１３２は、さらに、種別表示処理部１３２ａと、関連表示処理部１３２ｂ
とを備えている。
【００４４】
　種別表示処理部１３２ａは、文書アイコンが選択されたときに、選択された文書アイコ
ンの周囲に、選択された文書アイコンに対応する文書の関連文書の種別ごとに、当該種別
を選択するための種別アイコンを表示する。例えば、種別表示処理部１３２ａは、選択さ
れた文書アイコンに外接する円周状に、履歴文書、作成者同一文書、送信元同一文書、お
よび文書タイプ同一文書にそれぞれ対応する４つの種別アイコンを等間隔で表示する。
【００４５】
　関連表示処理部１３２ｂは、種別アイコンが選択されたときに、選択された種別アイコ
ンに対応する種別の関連文書を選択するためのサムネイル画像を、選択された種別アイコ
ンに対応する種別に応じた所定のスケールの遠近法によって表示する。具体的には、関連
表示処理部１３２ｂは、まず、文書アイコンの略中心点と選択された種別アイコンの略中
心点とを通過する直線上に、サムネイル画像の表示領域を確保する。この場合、関連表示
処理部１３２ｂは、例えば、（１）表示領域内に表示された既存の文書アイコン等を表示
領域外に移動する、（２）既存の文書アイコン等を削除する、または（３）既存の文書ア
イコン等を半透明で表示する、などの方法によってサムネイル画像の表示領域を確保する
。
【００４６】
　次に、関連表示処理部１３２ｂは、選択された種別アイコンに対応する関連文書の種別
に応じて予め定められた関連文書の属性の属性値をスケールとする画面の奥行き方向の座
標軸を表示領域内に設定する。例えば、履歴文書に対応する種別アイコンが選択された場
合は、関連表示処理部１３２ｂは、更新日時をスケールとする座標軸を表示領域内に設定
する。
【００４７】
　そして、関連表示処理部１３２ｂは、選択された種別アイコンに対応する種別の関連文
書それぞれに対応するサムネイル画像を、関連文書の属性値に応じた座標軸上の表示位置
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に、上記直線上に設定する仮想的な消失点に向かって表示サイズが小さくなるようにサム
ネイル画像のサイズを変更して遠近法によって表示する。例えば、履歴文書に対応する種
別アイコンが選択された場合は、関連表示処理部１３２ｂは、履歴文書のサムネイル画像
を、更新日時が新しい順に表示画面の手前側に大きい表示サイズで表示する。
【００４８】
　なお、関連表示処理部１３２ｂは、サムネイル画像に色枠や網掛けなどの装飾を加えて
表示するように構成してもよい。これにより、注目する文書であることをユーザに示すこ
とができる。
【００４９】
　関連情報生成部１３３は、各文書アイコンに対応する文書の関連情報リストを生成する
。関連情報生成部１３３は、例えば文書の一覧を表示する一覧画面が表示されたときに、
一覧画面に含まれる文書それぞれに対して図３に示すような関連情報リストを生成し、関
連情報記憶部１２２に保存する。なお、関連情報リストの作成契機はこれに限られず、少
なくとも関連文書それぞれのサムネイル画像を表示するときまでに生成されていればよい
。例えば、文書アイコンが選択されたときに、選択された文書アイコンに対応する文書の
関連情報リストを作成するように構成してもよい。
【００５０】
　次に、このように構成された第１の実施の形態にかかる表示処理装置１００による文書
および関連文書の表示処理について説明する。図４は、第１の実施の形態における表示処
理の全体の流れを示すフローチャートである。
【００５１】
　まず、表示制御部１３２は、各文書に対応する文書アイコンの一覧を表示する一覧画面
を表示部１１１に表示する（ステップＳ４０１）。なお、一覧表示の対象とする文書を選
択する方法としては、保存されているすべての文書を選択する方法、所定の属性値を有す
る文書を選択する方法、および階層的なフォルダで管理されている文書のうち指定された
フォルダ内の文書を選択する方法などのあらゆる方法を適用できる。また、各文書に対応
する文書アイコンは、各文書に対応づけて保存されているアイコンを取得する方法、一覧
表示時に作成したアイコンを取得する方法などのあらゆる方法で取得できる。
【００５２】
　図５は、一覧画面の一例を示す図である。図５に示すように、一覧画面５０１は、文書
アイコン１０１～１１６を一覧形式で表示している。なお、各文書アイコン内の数値は説
明の便宜ために付した符号であり、実際には各文書の文書タイプに応じた形状のアイコン
や各文書のサムネイル画像などの形式で表示される。
【００５３】
　図４に戻り、関連情報生成部１３３が、一覧表示された各文書の関連情報リストを生成
する関連情報生成処理を実行する（ステップＳ４０２）。上述のように、関連情報生成処
理の実行契機は一覧表示後に限るものではない。関連情報生成処理の詳細については後述
する。
【００５４】
　関連情報生成処理の後、一覧画面に表示された文書アイコンから、ユーザが所望の文書
アイコンを選択したとする。例えば、ユーザは、マウスカーソルを文書アイコンに合わせ
ることにより文書アイコンを選択することができる。この場合、受付部１３１がユーザに
よる文書アイコンの選択を受け付ける（ステップＳ４０３）。そして、種別表示処理部１
３２ａが、選択された文書アイコンの周囲に、関連文書の種別ごとに種別アイコンを表示
する（ステップＳ４０４）。
【００５５】
　具体的には、種別表示処理部１３２ａは、まず、選択された文書アイコンの文書に対応
する関連情報記憶部１２２内の関連情報リストを取得する。そして、種別表示処理部１３
２ａは、関連情報リストに設定されている種別それぞれに対応する種別アイコンを、選択
された文書アイコンに外接する円の円周上に表示する。これにより、ユーザは、関連文書
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が存在し、画面に表示可能であることを認識できる。
【００５６】
　図６は、種別アイコンが表示された一覧画面の一例を示す図である。図６は、文書アイ
コン１０６が選択された場合の一覧画面６０１の例を示している。同図に示すように、文
書アイコン１０６が選択された場合は、文書アイコン１０６に外接する仮想的な円上に種
別アイコン６１１～６１４が表示される。なお、同図の点線は、上記仮想的な円であって
、種別アイコンの配置するためのガイドとなる項目配置ガイド６０２を表している。なお
、項目配置ガイド６０２を、実際に一覧画面に表示するように構成してもよい。
【００５７】
　同図では、履歴文書に対応する種別アイコン６１１の例が示されている。このように、
種別アイコンは、関連文書の種別を表す文字列を含むアイコンとしてもよい。また、種別
アイコン６１２のように、関連文書が存在することを表す記号（ｉ）を含むアイコンを用
いてもよい。例えば、種別アイコンの表示領域が小さい場合には文字列を含まないアイコ
ンを表示し、表示領域が大きい場合には文字列を含むアイコンを表示するように構成する
ことができる。これにより、表示領域の大きさに適した種別アイコンを表示できる。
【００５８】
　また、同図では種別アイコンを４つ表示しているが、表示する種別アイコンの個数はこ
れに限られるものではない。例えば、関連文書が存在する種別に対応する種別アイコンの
みを表示するように構成してもよい。
【００５９】
　図４に戻り、一覧画面に表示された種別アイコンから、ユーザが所望の種別アイコンを
選択したとする。この場合、受付部１３１がユーザによる種別アイコンの選択を受け付け
る（ステップＳ４０５）。そして、関連表示処理部１３２ｂが、選択された種別アイコン
に対応する種別の関連文書を表示する関連文書表示処理を実行する（ステップＳ４０６）
。関連文書表示処理の詳細については後述する。
【００６０】
　次に、ステップＳ４０２の関連情報生成処理の詳細について図７を用いて説明する。図
７は、第１の実施の形態における関連情報生成処理の全体の流れを示すフローチャートで
ある。
【００６１】
　まず、関連情報生成部１３３は、未処理の文書ＩＤを文書記憶部１２１の文書リストか
ら取得する（ステップＳ７０１）。なお、関連情報生成部１３３は、例えば一覧画面に表
示されているすべての文書の文書ＩＤを処理対象とする。
【００６２】
　次に、関連情報生成部１３３は、文書名が同一で更新日時が異なる文書ＩＤを文書リス
トから検索する（ステップＳ７０２）。そして、該当する文書ＩＤが検索された場合、関
連情報生成部１３３は、検索した文書ＩＤを更新日時順にソートして関連情報リストの履
歴文書欄に設定する（ステップＳ７０３）。
【００６３】
　次に、関連情報生成部１３３は、作成者が同一で文書名が異なる文書ＩＤを文書リスト
から検索する（ステップＳ７０４）。そして、該当する文書ＩＤが検索された場合、関連
情報生成部１３３は、検索した文書ＩＤを関連情報リストの作成者同一文書欄に設定する
（ステップＳ７０５）。
【００６４】
　次に、関連情報生成部１３３は、ＦＡＸ送信元が同一で文書名が異なる文書ＩＤを文書
リストから検索する（ステップＳ７０６）。そして、該当する文書ＩＤが検索された場合
、関連情報生成部１３３は、検索した文書ＩＤを関連情報リストの送信元同一文書欄に設
定する（ステップＳ７０７）。
【００６５】
　次に、関連情報生成部１３３は、文書タイプが同一で文書名が異なる文書ＩＤを文書リ
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ストから検索する（ステップＳ７０８）。そして、該当する文書ＩＤが検索された場合、
関連情報生成部１３３は、検索した文書ＩＤを関連情報リストの文書タイプ同一文書欄に
設定する（ステップＳ７０９）。
【００６６】
　次に、関連情報生成部１３３は、すべての文書ＩＤを処理したか否かを判断する（ステ
ップＳ７１０）。すべての文書ＩＤを処理していない場合（ステップＳ７１０：ＮＯ）、
関連情報生成部１３３は、次の未処理の文書ＩＤを取得して処理を繰り返す（ステップＳ
７０１）。すべての文書ＩＤを処理した場合は（ステップＳ７１０：ＹＥＳ）、関連情報
生成処理を終了する。
【００６７】
　次に、ステップＳ４０６の関連文書表示処理の詳細について図８を用いて説明する。図
８は、第１の実施の形態における関連文書表示処理の全体の流れを示すフローチャートで
ある。
【００６８】
　まず、関連表示処理部１３２ｂは、ステップＳ４０３で選択された文書アイコンの中心
点から、ステップＳ４０５で選択された種別アイコンの中心点の方向へ、遠近法表示領域
を確保する（ステップＳ８０１）。なお、関連表示処理部１３２ｂは、予め定められた大
きさの遠近法表示領域を確保してもよいし、表示する関連文書の個数や属性値に応じて確
保する遠近法表示領域の大きさを変更するように構成してもよい。
【００６９】
　次に、関連表示処理部１３２ｂは、選択された種別アイコンに対応する種別にスケール
が設定されているか否かを判断する（ステップＳ８０２）。例えば、関連表示処理部１３
２ｂは、関連情報リスト内に文書ＩＤとともに属性の属性値が設定されている場合に、ス
ケールが設定されていると判断できる。なお、関連表示処理部１３２ｂが、関連文書の種
別ごとにスケールの有無およびスケールの種類を対応づけた情報を記憶部（図示せず）か
ら取得することにより、スケールが設定されているか否かを判断するように構成してもよ
い。
【００７０】
　スケールが設定されている場合（ステップＳ８０２：ＹＥＳ）、関連表示処理部１３２
ｂは、遠近法表示領域の座標軸に、種別に応じた属性の属性値をスケールとして設定する
（ステップＳ８０３）。例えば、履歴文書には属性値として更新日時が設定されているた
め、履歴文書に対応する種別アイコンが選択された場合は、関連表示処理部１３２ｂは、
更新日時を座標軸のスケールとして設定する。
【００７１】
　次に、関連表示処理部１３２ｂは、各文書ＩＤに対応する属性値を関連情報リストから
取得する（ステップＳ８０４）。例えば、関連表示処理部１３２ｂは、図３のような関連
情報リストから、履歴文書の文書ＩＤ＝２の属性値として「２００８．１．１０」を、文
書ＩＤ＝１の属性値として「２００８．１．１」を取得する。
【００７２】
　次に、関連表示処理部１３２ｂは、取得した属性値に応じて各文書ＩＤに対応する関連
文書のサムネイル画像の、座標軸上での表示位置および表示サイズを決定する（ステップ
Ｓ８０５）。
【００７３】
　ステップＳ８０２で、スケールが設定されていないと判断した場合（ステップＳ８０２
：ＮＯ）、関連表示処理部１３２ｂは、遠近法表示領域の座標軸に予め定められたスケー
ル（特定スケール）を設定する（ステップＳ８０６）。
【００７４】
　次に、関連表示処理部１３２ｂは、各文書ＩＤに対応する関連文書のサムネイル画像に
対し、特定スケールで等間隔となる座標軸上での表示位置を決定し、決定した表示位置に
応じた表示サイズを決定する（ステップＳ８０７）。



(12) JP 4981723 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

【００７５】
　ステップＳ８０５およびステップＳ８０７でサムネイル画像の表示位置および表示サイ
ズを決定した後、関連表示処理部１３２ｂは、決定した表示位置および表示サイズで関連
文書のサムネイル画像を遠近法表示領域内に表示する（ステップＳ８０８）。このように
、関連文書の種別に応じたスケールにより、各関連文書の属性に応じた適切な位置関係で
関連文書のサムネイル画像を表示することができる。
【００７６】
　図９は、関連文書のサムネイル画像を表示した表示画面の一例を示す図である。図９に
示すように、表示画面９０１は、遠近法表示領域９１１内に、関連文書のサムネイル画像
９２１～９２３を含んでいる。また、サムネイル画像９２１～９２３の間には、各サムネ
イル画像の略中心点を結ぶ結線であるスケールガイド９３１が表示されている。なお、ス
ケールガイドの表示は必須ではなく、例えばスケールが設定されている種別の関連文書の
サムネイル画像を表示する場合にのみスケールガイドを表示するように構成してもよい。
また、同図で点線で囲んだ遠近法表示領域９１１は説明の便宜のために図示したものであ
り、実際の表示画面上には表示されない。なお、サムネイル画像が選択された場合は、例
えばサムネイル画像に対応する関連文書を表示する文書表示画面（図示せず）が表示され
る。
【００７７】
　図１０は、図９のようにサムネイル画像を表示する前に遠近法表示領域が確保された状
態の表示画面の一例を示す図である。図１０は、文書アイコン１０６の右下に表示された
種別アイコン１００１が選択された場合に、文書アイコン１０６の略中心点から、種別ア
イコン１００１の略中心点の方向に遠近法表示領域が確保された例を示している。なお、
同図は、遠近法表示領域と重なる他の文書の文書アイコンが削除されることにより遠近法
表示領域が確保された例を示している。
【００７８】
　図１１は、スケールが設定されていない種別の関連文書のサムネイル画像を表示する表
示画面の一例を示す図である。図１１に示すように、スケールが設定されていない場合は
、サムネイル画像１１０１～１１０３が遠近法のスケールで等間隔となるように表示され
る。
【００７９】
　図１２は、複数の種別アイコンが選択された場合の表示画面の一例を示す図である。図
１２に示すように、複数の種別アイコンが選択された場合は、文書アイコンの略中心点か
ら、各種別アイコンの略中心点に向かう複数の遠近法表示領域が確保され、それぞれ対応
する関連文書のサムネイル画像が表示される。
【００８０】
　同図は１つの文書アイコンに対して複数の種別アイコンを選択した例を示しているが、
複数の文書アイコンに対してそれぞれ種別アイコンを選択可能とし、同一画面上で複数の
文書それぞれに対する関連文書を表示できるようにしてもよい。これにより、例えば複数
の文書の更新履歴を容易に比較することができる。
【００８１】
　このように、第１の実施の形態にかかる表示処理装置では、選択された文書の関連文書
を、関連文書の種別に応じて異なる方向に異なるスケールの座標軸を取る遠近法によって
表示することができる。すなわち、文書に関連する関連文書を、関連文書の種別に応じた
表示方法で効率的に表示することが可能となる。例えば、関連文書が文書の更新履歴を表
す履歴文書の場合は、更新日時をスケールとした遠近法で各履歴文書を表示できるため、
ユーザは容易に文書の履歴を確認することができる。
【００８２】
　（変形例１）
　上記実施の形態では、関連文書のサムネイル画像のみを表示していたが、関連文書の内
容を示す付加情報をサムネイル画像と対応づけて表示するように構成してもよい。図１３



(13) JP 4981723 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

は、サムネイル画像に関連文書の属性値を対応づけて表示した例を示す図である。図１３
に示すように、この変形例１では、サムネイル画像１３０１および１３０２に対し、それ
ぞれ対応する関連文書の属性値である更新日時を表すスケール情報１３１１および１３１
２が対応づけられている。なお付加情報はこれに限られず、例えば関連文書の文書名など
の他の属性値を表示するように構成してもよい。
【００８３】
　（変形例２）
　上記実施の形態では関連文書のサムネイル画像間にスケールガイドを表示可能としてい
た。このスケールガイドの表示態様を、スケールガイドの両端のサムネイル画像に対応す
る関連文書の属性に応じて変更するように構成してもよい。これにより、文書の編集タイ
ミング等によって変化する関連文書の状態をスケールガイドの表示態様によってユーザに
通知することができる。
【００８４】
　図１４は、スケールガイドの表示態様を変更して表示した例を示す図である。図１４は
、履歴文書のタイムスタンプが有効であるか否かによって、履歴文書の更新日時以降に対
応する位置のスケールガイドの表示態様を変更する例を示している。タイムスタンプとは
、更新ユーザや更新日時の有効性を表す情報を意味する。
【００８５】
　同図では、サムネイル画像１４１１に対応する関連文書のタイムスタンプが有効だが、
サムネイル画像１４１２に対応する関連文書のタイムスタンプが無効であるため、スケー
ルガイド１４０１がスケールガイド１４０２と異なる表示態様で表示されている。表示態
様としては、点線、実線等の線の種類、線の色などを用いることができる。なお、タイム
スタンプが有効か否かを表す情報は、例えば図２のような文書リストに、文書の属性の１
つとして保存し、スケールガイド表示時に参照する。
【００８６】
　（変形例３）
　サムネイル画像が所定の操作によって選択された場合、選択されたサムネイル画像に対
応する関連文書を、一覧画面で選択可能な文書として一覧表示するように構成してもよい
。例えば、図９のサムネイル画像９２１が、文書アイコン１０６の文書の履歴文書に対応
するとする。この場合は、サムネイル画像９２１が選択されたときに、履歴文書を新たに
選択対象となる文書とし、対応する文書アイコンを文書アイコン１０６と置換して表示す
る。
【００８７】
　この場合、遠近法表示領域での関連文書の表示は終了する。すなわち、図５に示すよう
な文書アイコンの一覧画面に移行する。このような構成により、ある文書に関連する関連
文書を容易に把握可能とするとともに、所望の関連文書に迅速にアクセス可能となる。
【００８８】
　なお、この一覧画面で新たに選択対象となる文書アイコン１０６を選択した場合、元の
文書アイコン１０６に対応する文書は、新たに選択対象となる文書の関連文書として表示
する。この場合、元の文書アイコン１０６に対応する文書の更新日時は、サムネイル画像
９２１に対応する文書の更新日時より新しくなる。したがって、元の文書アイコン１０６
に対応する文書のサムネイル画像は、遠近法表示領域９１１と反対方向に確保した別の遠
近法表示領域に表示する。すなわち、このような場合は、遠近法の座標軸が、置換後の文
書アイコン１０６の略中心点に対して種別アイコンと反対方向に延長される。
【００８９】
　図１５は、座標軸を文書アイコン１０６の略中心点の両側に延長した表示画面の一例を
示す図である。図１５に示すように、遠近法表示領域１５０２が拡大され、元の文書アイ
コン１０６に対応する文書に相当する関連文書のサムネイル画像１５０１が、新たな文書
アイコン１０６の左上に表示される。
【００９０】
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　また、文書アイコン１０６を置換するだけでなく、置換した文書の属性値に合わせて、
他の文書に対応する文書アイコンも変更するように構成してもよい。例えば、文書アイコ
ン１０６が、更新日時が過去の文書に対応して置換された場合、文書アイコン１０６以外
の文書アイコンを、対応する文書の履歴文書のうち更新日時が同一または近い履歴文書に
対応する文書アイコンに変更する。
【００９１】
　（変形例４）
　サムネイル画像が変形例３と異なる別の操作によって選択された場合に、選択されたサ
ムネイル画像を拡大して表示するように構成してもよい。例えば、サムネイル画像にマウ
スカーソルを合わせてマウスボタンを１回クリックした場合には変形例３の処理を実行し
、サムネイル画像にマウスカーソルを合わせてダブルクリックした場合に拡大表示するよ
うに構成する。このようにサムネイル画像を拡大表示可能とすることで、関連文書数が多
い場合などであっても、関連文書の詳細を適切に確認することができる。
【００９２】
　図１６は、サムネイル画像を拡大表示した表示画面の一例を示す図である。図１６は、
図１３のサムネイル画像１３０２に対してユーザが拡大を指示した場合に表示される拡大
したサムネイル画像１６０１の例を示している。図１６に示すように、拡大が指示された
場合は、指示されたサムネイル画像１６０１が画面の中央で拡大表示されるように画面全
体を拡大して表示する。なお、拡大画像の表示方法はこれに限られず、指示されたサムネ
イル画像のみを表示画面上の一部の表示領域に拡大して表示する方法などのあらゆる方法
を適用できる。
【００９３】
（第２の実施の形態）
　第２の実施の形態では、ＦＡＸで文書を送受信するＦＡＸ送受信システム内で、送受信
される文書を関連づけて管理する装置に表示処理装置を適用した例を説明する。
【００９４】
　図１７は、第２の実施の形態にかかる表示処理装置１７００の構成を示すブロック図で
ある。図１７に示すように、表示処理装置１７００は、文書記憶部１７２１と、関連情報
記憶部１７２２と、表示部１１１と、入力部１１２と、受付部１３１と、表示制御部１３
２と、関連情報生成部１７３３と、を備えている。
【００９５】
　第２の実施の形態では、文書記憶部１７２１および関連情報記憶部１７２２のデータ構
造と、関連情報生成部１７３３の機能とが第１の実施の形態と異なっている。その他の構
成および機能は、第１の実施の形態にかかる表示処理装置１００の構成を表すブロック図
である図１と同様であるので、同一符号を付し、ここでの説明は省略する。
【００９６】
　文書記憶部１７２１は、ＦＡＸ送受信システムに固有の属性に関する情報を含む文書リ
ストを記憶する。図１８は、第２の実施の形態にかかる文書記憶部１７２１に記憶される
文書リストのデータ構造の一例を示す図である。図１８に示すように、文書リストは、文
書ＩＤと、管理ＩＤと、受信日時と、送信日時と、通信先と、文書タイプとを含んでいる
。
【００９７】
　管理ＩＤとは、送受信される文書を対応づけるための識別情報である。例えば、製品の
販売に関する文書を関連づけて管理するＦＡＸ送受信システムの場合は、販売する製品ご
とに管理ＩＤを付与する。
【００９８】
　受信日時および送信日時は、それぞれ文書をＦＡＸで受信した日時、および、文書をＦ
ＡＸで送信した日時である。通信先は、ＦＡＸ送受信の宛先を識別する情報であり、例え
ばＦＡＸ番号が設定される。
【００９９】
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　図１７に戻り、関連情報記憶部１７２２は、文書ごとに、文書に関連する他の文書であ
る関連文書を特定するための関連情報をリスト形式で表した関連情報リストを記憶する。
図１９は、第２の実施の形態にかかる関連情報記憶部１７２２に記憶される関連情報リス
トのデータ構造の一例を示す図である。なお、図１８は、図１７の文書ＩＤ＝５の文書に
対する関連情報リストの例を表している。
【０１００】
　図１８に示すように、第２の実施の形態では、関連文書の種別として、管理ＩＤ同一文
書、通信先同一文書、および文書タイプ同一文書を用いる。
【０１０１】
　管理ＩＤ同一文書とは、管理ＩＤが同一で受信日時または送信日時が異なる他の文書を
表す。例えば、図１８の文書ＩＤ＝５の文書は、管理ＩＤが「１１」であるため、同一の
管理ＩＤで受信日時または送信日時が異なる文書ＩＤ＝１、および文書ＩＤ＝３が管理Ｉ
Ｄ同一文書として設定される。なお、管理ＩＤ同一文書の場合は、文書ＩＤとともに、属
性（受信日時または送信日時）の属性値である実際の受信日時または送信日時の値が格納
される。
【０１０２】
　通信先同一文書欄には、通信先が同一の他の文書の文書ＩＤが格納される。また、文書
タイプ同一文書欄には、文書タイプが同一の他の文書の文書ＩＤが格納される。
【０１０３】
　関連情報生成部１７３３は、図１９に示すようなデータ構造で、各文書アイコンに対応
する文書の関連情報リストを生成する。
【０１０４】
　次に、このように構成された第２の実施の形態にかかる表示処理装置１７００による表
示処理について説明する。なお、第２の実施の形態では、表示処理内の関連情報生成処理
の詳細が、第１の実施の形態と異なっている。表示処理の全体の流れは、第１の実施の形
態の表示処理を表す図４と同一であるため、説明を省略する。
【０１０５】
　以下に、第２の実施の形態における関連情報生成処理の詳細について、図２０を用いて
説明する。図２０は、第２の実施の形態における関連情報生成処理の全体の流れを示すフ
ローチャートである。
【０１０６】
　まず、関連情報生成部１７３３は、未処理の文書ＩＤを文書リストから取得する（ステ
ップＳ２００１）。次に、関連情報生成部１７３３は、管理ＩＤが同一で受信日時または
送信日時が異なる文書ＩＤを文書リストから検索する（ステップＳ２００２）。そして、
該当する文書ＩＤが検索された場合、関連情報生成部１７３３は、検索した文書ＩＤを受
信日時または送信日時順にソートして関連情報リストの管理ＩＤ同一文書欄に設定する（
ステップＳ２００３）。
【０１０７】
　次に、関連情報生成部１７３３は、通信先が同一の他の文書ＩＤを文書リストから検索
する（ステップＳ２００４）。そして、該当する文書ＩＤが検索された場合、関連情報生
成部１７３３は、検索した文書ＩＤを関連情報リストの通信先同一文書欄に設定する（ス
テップＳ２００５）。
【０１０８】
　次に、関連情報生成部１７３３は、文書タイプが同一の他の文書ＩＤを文書リストから
検索する（ステップＳ２００６）。そして、該当する文書ＩＤが検索された場合、関連情
報生成部１７３３は、検索した文書ＩＤを関連情報リストの文書タイプ同一文書欄に設定
する（ステップＳ２００７）。
【０１０９】
　次に、関連情報生成部１７３３は、すべての文書ＩＤを処理したか否かを判断する（ス
テップＳ２００８）。すべての文書ＩＤを処理していない場合（ステップＳ２００８：Ｎ
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Ｏ）、関連情報生成部１７３３は、次の未処理の文書ＩＤを取得して処理を繰り返す（ス
テップＳ２００１）。すべての文書ＩＤを処理した場合は（ステップＳ２００８：ＹＥＳ
）、関連情報生成処理を終了する。
【０１１０】
　図２１は、第２の実施の形態で表示される表示画面の一例を示す図である。図２１は、
文書アイコン１０６の関連文書の種別として、管理ＩＤ同一文書が選択され、対応する関
連文書のサムネイル画像２１０１、２１０２が表示された例を示している。また、同図で
は、サムネイル画像２１０１、２１０２に対し、それぞれ対応する関連文書の属性値であ
る受信日時または送信日時を表すスケール情報２１１１および２１１２が対応づけられて
いる。さらに、同図では、別の属性値である通信先が、サムネイル画像２１０１、２１０
２に対してそれぞれ付加情報２１２１、２１２２として対応づけられて表示されている。
【０１１１】
　このように、第２の実施の形態にかかる表示処理装置では、管理ＩＤのような識別情報
によって関連づけられた文書を、関連文書の種別に応じて異なる方向に異なるスケールの
座標軸を取る遠近法によって表示することができる。
【０１１２】
（第３の実施の形態）
　第３の実施の形態にかかる表示処理装置は、ネットワークを介して接続された外部装置
である文書管理装置から文書および文書に関する情報を取得する。
【０１１３】
　図２２は、第３の実施の形態にかかる表示処理装置２２００を含む情報処理システムの
構成を示すブロック図である。同図に示すように、情報処理システムは、表示処理装置２
２００と、文書を管理する文書管理装置２３００とが、インターネットなどのネットワー
ク２４００を介して接続された構成となっている。
【０１１４】
　文書管理装置２３００は、文書記憶部１２１と、通信部２０１とを備えている。文書記
憶部１２１のデータ構造は、第１の実施の形態と同様であるので、同一符号を付し、ここ
での説明は省略する。通信部２０１は、表示処理装置２２００などの外部装置との間で情
報を送受信する。
【０１１５】
　表示処理装置２２００は、図２２に示すように、関連情報記憶部１２２と、表示部１１
１と、入力部１１２と、受付部１３１と、表示制御部１３２と、関連情報生成部２２３３
と、通信部２２３４と、を備えている。
【０１１６】
　第２の実施の形態では、文書記憶部１２１が削除されたこと、通信部２２３４を追加し
たこと、および関連情報生成部２２３３の機能が第１の実施の形態と異なっている。その
他の構成および機能は、第１の実施の形態にかかる表示処理装置１００の構成を表すブロ
ック図である図１と同様であるので、同一符号を付し、ここでの説明は省略する。
【０１１７】
　通信部２２３４は、文書管理装置２３００などの外部装置との間で情報を送受信する。
例えば、通信部２２３４は、文書管理装置２３００の文書記憶部１２１に記憶されている
文書または文書リストを、ネットワーク２４００を介して文書管理装置２３００から受信
する。
【０１１８】
　関連情報生成部２２３３は、通信部２２３４を介して文書管理装置２３００から文書リ
ストを取得して関連情報リストを生成する点が、第１の実施の形態の関連情報生成部１３
３と異なっている。
【０１１９】
　なお、第３の実施の形態にかかる表示処理装置２２００では、関連情報生成処理で、関
連情報生成部２２３３が文書管理装置２３００から文書リストを取得する点が第１の実施
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の形態と異なっている。表示処理のその他の処理の流れは、第１の実施の形態の表示処理
を示す図４と同様であるため、その説明を省略する。
【０１２０】
　このように、第３の実施の形態にかかる表示処理装置では、ネットワークを介して接続
された外部装置で管理されている文書に対しても、関連する関連文書を、関連文書の種別
に応じて異なる方向に異なるスケールの座標軸を取る遠近法によって表示することができ
る。
【０１２１】
　次に、第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置のハードウェア構成について図２
３を用いて説明する。図２３は、第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置のハード
ウェア構成を示す説明図である。
【０１２２】
　第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置は、ＣＰＵ（Central Processing Unit
）５１などの制御装置と、ＲＯＭ（Read Only Memory）５２やＲＡＭ（Random Access Me
mory）５３などの記憶装置と、ネットワークに接続して通信を行う通信Ｉ／Ｆ５４と、Ｈ
ＤＤ（Hard Disk Drive）、ＣＤ（Compact Disc）ドライブ装置などの外部記憶装置と、
ディスプレイ装置などの表示装置と、キーボードやマウスなどの入力装置と、各部を接続
するバス６１を備えており、通常のコンピュータを利用したハードウェア構成となってい
る。
【０１２３】
　第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置で実行される表示処理プログラムは、イ
ンストール可能な形式又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Rea
d Only Memory）、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ（Compact Disk Recordable
）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記
録されて提供される。
【０１２４】
　また、第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置で実行される表示処理プログラム
を、インターネット等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワー
ク経由でダウンロードさせることにより提供するように構成してもよい。また、第１～第
３の実施の形態にかかる表示処理装置で実行される表示処理プログラムをインターネット
等のネットワーク経由で提供または配布するように構成してもよい。
【０１２５】
　また、第１～第３の実施の形態の表示処理プログラムを、ＲＯＭ等に予め組み込んで提
供するように構成してもよい。
【０１２６】
　第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置で実行される表示処理プログラムは、上
述した各部（受付部、表示制御部、関連情報生成部）を含むモジュール構成となっており
、実際のハードウェアとしてはＣＰＵ５１（プロセッサ）が上記記憶媒体から表示処理プ
ログラムを読み出して実行することにより上記各部が主記憶装置上にロードされ、上述し
た各部が主記憶装置上に生成されるようになっている。
【産業上の利用可能性】
【０１２７】
　以上のように、本発明にかかる表示処理装置、表示処理方法、表示処理プログラムおよ
び記録媒体は、複数の関連づけ方法で相互に関連づけられている文書間の関係を表示する
装置、方法およびプログラムに適している。
【図面の簡単な説明】
【０１２８】
【図１】第１の実施の形態にかかる表示処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施の形態にかかる文書記憶部に記憶される文書リストのデータ構造の一
例を示す図である。
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【図３】第１の実施の形態にかかる関連情報記憶部に記憶される関連情報リストのデータ
構造の一例を示す図である。
【図４】第１の実施の形態における表示処理の全体の流れを示すフローチャートである。
【図５】一覧画面の一例を示す図である。
【図６】種別アイコンが表示された一覧画面の一例を示す図である。
【図７】第１の実施の形態における関連情報生成処理の全体の流れを示すフローチャート
である。
【図８】第１の実施の形態における関連文書表示処理の全体の流れを示すフローチャート
である。
【図９】関連文書のサムネイル画像を表示した表示画面の一例を示す図である。
【図１０】遠近法表示領域が確保された状態の表示画面の一例を示す図である。
【図１１】関連文書のサムネイル画像を表示する表示画面の一例を示す図である。
【図１２】複数の種別アイコンが選択された場合の表示画面の一例を示す図である。
【図１３】サムネイル画像に関連文書の属性値を対応づけて表示した例を示す図である。
【図１４】スケールガイドの表示態様を変更して表示した例を示す図である。
【図１５】座標軸を文書アイコンの略中心点の両側に延長した表示画面の一例を示す図で
ある。
【図１６】サムネイル画像を拡大表示した表示画面の一例を示す図である。
【図１７】第２の実施の形態にかかる表示処理装置の構成を示すブロック図である。
【図１８】文書記憶部に記憶される文書リストのデータ構造の一例を示す図である。
【図１９】第２の実施の形態にかかる関連情報記憶部に記憶される関連情報リストのデー
タ構造の一例を示す図である。
【図２０】第２の実施の形態における関連情報生成処理の全体の流れを示すフローチャー
トである。
【図２１】第２の実施の形態で表示される表示画面の一例を示す図である。
【図２２】第３の実施の形態にかかる表示処理装置を含む情報処理システムの構成を示す
ブロック図である。
【図２３】第１～第３の実施の形態にかかる表示処理装置のハードウェア構成を示す説明
図である。
【符号の説明】
【０１２９】
　５１　ＣＰＵ
　５２　ＲＯＭ
　５３　ＲＡＭ
　５４　通信Ｉ／Ｆ
　６１　バス
　１００　表示処理装置
　１０１～１１６　文書アイコン
　１１１　表示部
　１１２　入力部
　１２１　文書記憶部
　１２２　関連情報記憶部
　１３１　受付部
　１３２　表示制御部
　１３２ａ　種別表示処理部
　１３２ｂ　関連表示処理部
　１３３　関連情報生成部
　５０１、６０１　一覧画面
　６０２　項目配置ガイド
　６１１～６１４　種別アイコン
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　９０１　表示画面
　９１１　遠近法表示領域
　９２１～９２３　サムネイル画像
　９３１　スケールガイド
　１００１　種別アイコン
　１１０１～１１０３　サムネイル画像
　１３０１、１３０２　サムネイル画像
　１３１１、１３１２　スケール情報
　１４０１、１４０２　スケールガイド
　１４１１、１４１２　サムネイル画像
　１５０１　サムネイル画像
　１６０１　サムネイル画像
　１７００　表示処理装置
　１７２１　文書記憶部
　１７２２　関連情報記憶部
　１７３３　関連情報生成部
　２１０１、２１０２　サムネイル画像
　２１１１、２１１２　スケール情報
　２１２１、２１２２　付加情報
　２２００　表示処理装置
　２２３３　関連情報生成部
　２２３４　通信部
　２３００　文書管理装置
　２３０１　通信部
　２４００　ネットワーク
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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